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Therapy Versus Standard Fractionated Radiation Therapy for Early Glottic Cancer (JCOG0701A3). Int. J. Radiat. Oncol. Biol. Phys. 2023 Dec 1; 117(5): 1118-
1124.

英⽂原著 6
Fujimoto D, Takatsu J, Hara N, Oshima M, Tomihara J, Segawa E, Inoue T, Shikama N. Dosimetric comparison of four-dimensional computed tomography 
based internal target volume against variations in respiratory motion during treatment between volumetric modulated arc therapy and three-dimensional 
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区分 番号 全著者名,書籍名,出版社名, 出版年, ページ番号等 国際共同

和⽂著書 1 ⿅間直⼈. (編)⼀般社団法⼈⽇本⾎液学会, 造⾎器腫瘍診療ガイドライン2023年版（⾦原出版）2023; 1-474.

区分 番号 発表者名,発表タイトル（題⽬・演題・課題等）,学会名,場所,発表年⽉⽇等 国際共同

国内学会発表 1 ⼩坂敬裕, ⾼津淳, 井上達也, 鈴⽊通真, ⿅間直⼈. モンテカルロベースの独⽴検証ソフトを使⽤したヘリカルトモセラピーの治療計画の最適化, 第36回⾼精度放射線外部照射部会学術⼤会, 柏, 
2023年3⽉3⽇



国内学会発表 2 村上直也, 櫻町円⾹, 柏原⼤朗, 岡本裕之, ⼤熊加恵, ⾦⽥朋也, 稲葉浩⼆, 井垣浩, ⿅間直⼈. 頭頚部腫瘍に対する⾼線量率組織内照射, ⼩線源部会第25回学術⼤会, 神⼾, 2023年5
⽉19⽇

国内学会発表 3 飯島康太郎, 村⽥美幸, 相川亜⼦, 中⼭広貴, 浦郷由佳, 芝⽥祥宏, 祖⽗江利光, 伍賀友紀, 井垣浩, 岡本裕之. フレキシトロンHDRのコミッショニング経験, ⼩線源治療部会 第25回学術⼤会, 
 神⼾, 2023年5⽉20⽇

国内学会発表 4 ⾅井桂介, 神⼭彩絵, 有⽥晃⼤, 尾川浩⼀, 坂本肇, 坂野康昌, 京極伸介, 代⽥浩之. 条件付き敵対的⽣成ネットワークを⽤いたスパース投影CTの画像アーチファクトの低減, 第5回⽇本メディカル
AI学会学術集会, 東京,  2023年6⽉18⽇

国内学会発表 5 ⾚沼優⽂, ⾅井桂介, 藤川⻯旗, 前原栄⼀, 渋川周平, 渡邉祐介. ポリマーゲル線量計の⾼速撮像法の検討, 3Dゲル線量計研究会 若⼿の会 「第3回 夏の学校」, 2023年8⽉7⽇

国内学会発表 6 藤川⻯旗, ⾅井桂介, ⾚沼優⽂, 前原栄⼀, 渋川周平, 渡邉祐介. マルチエコー法を⽤いたポリマーゲル線量計のT2緩和時間の解析, 3Dゲル線量計研究会 若⼿の会 「第3回 夏の学校」, 2023
年8⽉7⽇

国内学会発表 7 前原栄⼀, ⾅井桂介, ⾚沼優⽂, 藤川⻯旗, 渋川周平, 渡邉祐介. 異なる施設のMRI装置を利⽤したポリマーゲル線量計の性能評価, 3Dゲル線量計研究会 若⼿の会 「第3回 夏の学校」, 
2023年8⽉7⽇

国内学会発表 8 Arita A, Usui K, Goto M, Sakano Y, Kyogoku S, Daida H. Reduction Effect of Motion Artifacts in Head Magnetic Resonance Imaging using Conditional Generative 
Adversarial Networks. 第126回⽇本医学物理学会学術⼤会, 広島, 2023年9⽉16⽇

国内学会発表 9 神⼭彩絵, ⾅井桂介, 有⽥晃⼤, 坂本肇, 坂野康昌, 京極伸介, 代⽥浩之. 深層学習を⽤いて補正したスパース投影CT画像の腫瘍構造の再現性の評価, 第126回⽇本医学物理学会学術⼤
会, 広島, 2023年9⽉17⽇

国内学会発表 10 前原栄⼀, ⾅井桂介, ⾺場⼤海, 橘英伸, 斎藤アンネ優⼦, 坂本肇, 坂野康昌, ⿅間直⼈. ⼩児・AYA世代の全脳全脊髄照射における妊孕性温存を⽬的としたVMATとIMPTの線量分布⽐較, 
第51回⽇本放射線技術学会秋季学術⼤会, 名古屋, 2023年10⽉28⽇

国内学会発表 11 ⾚沼優⽂, ⾅井桂介, 前原栄⼀, 坂本肇, 坂野康昌, 京極伸介, 代⽥浩之. 深層学習によるPET/CT画像の低酸素領域抽出のためのデータオーグメンテーション効果, 第51回⽇本放射線技術学
会秋季学術⼤会, 名古屋, 2023年10⽉29⽇

国内学会発表 12 斎藤アンネ優⼦. 限局期⼩細胞肺癌の根治的放射線療法後の予防的全脳照射の有無と⽩質脳症悪化および脳転移制御の状況, 第64回⽇本肺癌学会学術集会, 千葉, 2023年11⽉4⽇

国内学会発表 13 ⼩杉康夫, 村上直也, 狩野樹⽣, 村本耀⼀, ⼤島理規, 川本晃史, ⾼橋奈苗, ⿅間直⼈. 頭頸部癌放射線治療中に半夏瀉⼼湯により重篤な間質性肺炎を来した2例, ⽇本放射線腫瘍学会第
36回学術⼤会, 横浜, 2023年11⽉30⽇

国内学会発表 14 須賀健太, ⾅井桂介, ⾜⽴⼤翔, 有⽥晃⼤, 神⼭彩絵, 坂本肇, 坂野康昌, 京極伸介, 代⽥浩之. ⾮⼩細胞肺がんに対するハイブリッド強度変調回転照射法の分配⽐による線量分布の解析, ⽇
本放射線腫瘍学会第36回学術⼤会, 横浜, 2023年11⽉30⽇

国内学会発表 15 ⾜⽴⼤翔, ⾅井桂介, 有⽥晃⼤, 神⼭彩絵, 須賀健太, ⼩松哲也, 坂本肇, 坂野康昌, 京極伸介, 代⽥浩之, ⼤泉幸雄. VMATでのInter-fraction motionによる気管⽀周囲の線量評価, 
⽇本放射線腫瘍学会第36回学術⼤会,  横浜, 2023年11⽉30⽇

国内学会発表 16 ⼩坂敬裕, ⾼津淳, 井上達也, 鈴⽊通真, 村上直也, ⿅間直⼈. モンテカルロベースの独⽴検証ソフトを⽤いた肺SBRTのアルゴリズムに起因する誤差因⼦の定量評価, ⽇本放射線腫瘍学会第36回
学術⼤会, 横浜, 2023年11⽉30⽇

国内学会発表 17 ⾼津淳, 村上直也, 村本耀⼀, 狩野樹⽣, ⼤島理規, ⼩杉康夫, 川本晃史, ⿅間直⼈. ⼦宮頸癌⼩線源治療におけるハイドロゲルスペーサを活⽤した分割回数低減の可能性, ⽇本放射線腫瘍学
会第36回学術⼤会, 横浜, 2023年11⽉30⽇

国内学会発表 18 ⻄⾕昌⼈, 岡本裕之, 稲葉浩⼆, 柏原⼤朗, 中村哲志, 飯島康太郎, 千葉貴仁, 中⼭広貴, 浦郷由佳, 張維珊, 井垣浩. 前⽴腺癌に対する⾼線量率組織内照射における最適化計算⼿法の再
検討, ⽇本放射線腫瘍学会第36回学術⼤会, 横浜, 2023年11⽉30⽇〜2023年12⽉ 1⽇

国内学会発表 19 岡本裕之, ⻄⾕昌⼈, 祖⽗江利光, 森貴之, 川野秀⼀郎, 中村哲志, 飯島康太郎, 千葉貴仁, 中⼭広貴, 伍賀友紀, 井垣浩. 定位放射線治療専⽤装置における様々な治療部位での撮影線量
の評価, ⽇本放射線腫瘍学会第36回学術⼤会, 横浜, 2023年11⽉30⽇〜2023年12⽉ 1⽇



国内学会発表 20 ⽵森望弘, ⾦⽥朋也, 中村哲志, 飯島康太郎, 千葉貴仁, 中⼭広貴, 浦郷由佳, ⻄⾕昌⼈, 植松正裕, ⿊崎弘正, 岡本裕之. 内胸リンパ節陽性左乳がんに対するVMATのsetup誤差による線量
変化の評価, ⽇本放射線腫瘍学会第36回学術⼤会, 横浜, 2023年11⽉30⽇〜2023年12⽉ 1⽇

国内学会発表 21 野中みどり, 芝⽥祥宏, 千葉貴仁, 中村哲志, 飯島康太郎, 中⼭広貴, 岡本裕之, ⾦⽥朋也, 伍賀友紀. 脊椎体幹部定位放射線治療における呼吸位相による肝臓位置変位由来の線量への影
響, ⽇本放射線腫瘍学会第36回学術⼤会, 横浜, 2023年11⽉30⽇〜2023年12⽉ 1⽇

国内学会発表 22 川本晃史. 放射線治療設備過疎地域における前⽴腺癌に対する放射線治療を受ける患者の定位照射の需要に関する調査, ⽇本放射線腫瘍学会第36回学術⼤会, 東京, 2023年12⽉1⽇

国内学会発表 23 川本晃史. Quality Indicatorを⽤いて緩和的放射線治療の質を評価した多機関共同研究, ⽇本放射線腫瘍学会第36回学術⼤会, 東京, 2023年12⽉1⽇

国内学会発表 24 ⼤島理規, 村上直也, ⼩杉康夫, 川本晃史, 村本燿⼀, 狩野樹⽣, ⿅間直⼈. 3Dプリンタを使⽤した経直腸エコー下組織内針刺⼊トレーニングファントムの作成, ⽇本放射線腫瘍学会第36回学術
集会, 横浜, 2023年12⽉1⽇

国内学会発表 25 川本晃史. 脳転移に対する海⾺回避した全脳照射の治療成績と適した症例の検討, ⽇本放射線腫瘍学会第36回学術⼤会, 東京, 2023年12⽉2⽇

国内学会発表 26 斎藤アンネ優⼦. 化学放射線療法により発熱性好中球減少症が発症したLD⼩細胞肺癌の治療成績, ⽇本放射線腫瘍学会第36回学術⼤会, 横浜, 2023年12⽉2⽇

国内学会発表 27 川本晃史. 局所進⾏甲状腺分化癌に対する術後補助療法の全国実態調査, 第66回⽇本甲状腺学会学術集会, ⾦沢, 2023年12⽉9⽇

区分 番号 講演者名, 講演タイトル, 学会名, 場所, 発表年⽉⽇等 国際共同

特別講演・
招待講演 1 飯島康太郎, 様々な放射線治療装置の特徴を知る〜その腫瘍,  本当にその装置で治療しますか︖〜,  第14回⽇本放射線外科学会,  国⽴がん研究センター中央病院, 2023年1⽉28⽇

特別講演・
招待講演 2 ⿊河千恵, 放射線治療の今後と物理が果たせる役割について, 令和4年度第2回新ニーズに対応する九州がんプロ養成プラン 先端医⽤量⼦線技術科学コース講演会, オンライン, 2023年3⽉11⽇

特別講演・
招待講演 3 村上直也, 3次元画像誘導⼩線源治療の線量分布 〜臨床医の視点から〜, ⼩線源部会第25回学術⼤会, 神⼾国際会議場, 2023年5⽉19⽇

特別講演・
招待講演 4 村上直也, ⽪膚がん診療における放射線治療の役割, 第39回⽪膚悪性腫瘍学会, 名古屋国際会議場, 2023年8⽉5⽇

特別講演・
招待講演 5 村上直也, ⼦宮頸がん⼩線源治療の現在地と今後, 第24回放射線腫瘍学夏季セミナー, 東京, 2023年8⽉6⽇

特別講演・
招待講演 6 ⿊河千恵, Catalystの原理と当院での精度管理, 第51回 北海道放射線治療研究会, 札幌, 2023年9⽉2⽇

特別講演・
招待講演 7 ⿊河千恵, 電⼦線治療の医学物理学, 2023医学物理⼠セミナー②『電⼦線のビームデータ計測・コミッショニング』, オンライン, 2023年9⽉9⽇〜29⽇（配信期間）

特別講演・
招待講演 8 ⿊河千恵, プロフェッショナルに学ぶ︓若き医学物理のキャリアと研究を繋ぐ,  第126回⽇本医学物理学会学術⼤会, 広島, 2023年9⽉16⽇

特別講演・
招待講演 9 ⿊河千恵, ⽶国医学物理臨床研修修了者に聞く~⽇本の医学物理におけるネオクラシック〜, 第126回⽇本医学物理学会学術⼤会, 広島, 2023年9⽉17⽇



特別講演・
招待講演 10 ⿊河千恵, ⽇本と⽶国の医学物理⼠の制度・役割・待遇, 2023年度 第2回医学物理⼠になろう講演会, オンライン, 2023年11⽉21⽇

特別講演・
招待講演 11 村上直也, 「次世代の⼩線源治療を考える」挑戦的⼩線源治療, ⽇本放射線腫瘍学会第36回学術⼤会, 横浜, 2023年11⽉30⽇

特別講演・
招待講演 12 Usui K, Meta skills for Radiological technologists and Medical physicists, and Challenges in Education, ⽇本放射線腫瘍学会第36回学術⼤会, 横浜, 2023年12⽉1⽇

特別講演・
招待講演 13 村上直也, ⼦宮頸がん⼩線源治療の現在地と今後, 第74回中国・四国放射線治療談話会, 岡⼭, 2023年12⽉9⽇

区分 番号 発明者名, 発明の名称, 出願番号 国際共同

知的財産権の出願・
取得等 1 ⾅井桂介, 室伊三男, 後藤政実, 渋川周平, 堀拳輔, 京極伸介, 代⽥浩之, MRIのデータベースから体動による画質劣化を定量分析するシステム, 特願2023-022180, 特許出願中, 2023年2

⽉16⽇


